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  １. 事業計画の流れ 
 
 ２. 前回のおさらい 
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  ４. グループワーキングについて 
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最終目標  市民主体による市民のためのまちづくり 

Tajiri Research Institute 

平成２７～３１年（５カ年)の計画・目標 

試験的事業の検証 

市民主体組織の必要性の共有 

市民主体組織のあり方の検討・設置 

試験的事業の設定と着手 

試験的事業の運用 

１年目 

３年目 

４年目 

５年目 

今年度 



Tajiri Research Institute 

【今年度】平成２８年度のＷＳ概要 

市民主体組織の活動内容の検討 

活動内容から想定される“課題”と“解決策” 

市民主体組織の形態・役割を検討 

ワークショップの総括・市民主体組織の結成 

実施結果及び調査内容の報告 

第１回 

第３回 

第４回 

第２回 

報告会 

今年度の目標  市民主体組織のあり方の検討と設置 
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各案のまとめ 

 

 
  

■地域市民に整備の周知・提案・調査を行い、意見を抽出し
てから緑化整備の活動内容を定める 
■利用可能な空き店舗のリストアップ 
■ゴミ拾い 

活動内容 

・地域住民との意見の一致  ・整備後の管理維持 
・空き店舗を貸してくれないところがある 
 

問題点 

今回の目的 
活動内容から想定される課題と解決策 
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活動内容から想定される“課題”と“解決策” 

■目的を明確にし、 目的に合った 

  方向に進むという考え方が大事 

■現状がどのような状態なのか 

  まずは理解する 

■ギャップを埋めることで問題解決 

行田市の 
現状 

目標 
（あるべき状態） 

   問題＝ギャップ 
の発生 

 
 

問題解決には、常に目的達成思考で!! 
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課題形成 解決策立案 実行 

問題を解決するためには、 
本質的な問題・課題を明らかにする必要がある 

問題解決への流れ（プロセス） 

■原因の特定 
 

■問題・課題と 
  解決策の基本 
  方向の明確化 
 

■解決案の作成 
 

■解決策の検証 
 

■実施の計画 
 

■説明・説得 
 

■実施 
 

■見直し 
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課題形成 解決策立案 実行 

課題形成のプロセス 

問題の設定と 
情報収集 

本質的問題 
の発見 

課題化 

■問題を正しく捉えることが大事 
 
■事実情報であることをしっかりと裏付けさせる 
 
■問題を課題化して解決策の方向性を明確にする 
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課題形成 解決策立案 実行 

解決策立案のプロセス 

解決策の 
アイディア出し 

解決策の 
仮説設定 

解決策の検証 

■課題を表面的にとらえず、様々な角度で考える 
 
■解決策を評価し、最適な解決策案を選択 
 
■迷いが生じたときは、目的・原点に立ち返る 
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課題形成 解決策立案 実行 

各プロセスのまとめ 

■問題の本質的解決策の基本方向を明らかにする 
 
■全体を通して目的達成志向で取り組む 
 
■目的を理解し、問題の背景や 
        ゴールとなる目標を正しく捉える 
 
 

関係者全員が目的を理解し、 
感情レベルでの共感を得ることが大事 

 



問題解決への考え方の例 

 

  ■花壇の維持管理（長期） 
   ・誰に行ってもらうか 
  ■資金の入手（中期） 
   ・補助金などの手続き 
  ■整備場所の選定（短期） 
                    …など 

そのためには必要なことは何か 

① 目的設定 

② 目標設定 

③ 課題形成 

④ 解決策立案 

⑤ 実行 

① 目的：緑化整備 
② 目標：花壇の設置 

③ 課題 
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今回のワークのテーマ 

 
 
 
 
 
 

              ・・・についてグループワークしてみよう！！ 

「活動内容の“課題”と“解決策”」 
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グループワークについて 

第１回WSで話合った活動内容について 
想定される“課題” と“解決策”を考えて書き出してみよう 

「テー
マ」 



エチケットは必ず守りましょう！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 

談話中のエチケット 

１．参加者みんなが発言できるようにしましょう 
 
２．議題に沿った発言をしましょう 
 
３．互いの意見を尊重し合いましょう 

Tajiri Research Institute 
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ワークを行う上でのご協力のお願い 

 ■ 録音しております！ 
 

   今後の意見のとりまとめのため 
   グループワークの様子を録音させていただいております。 
   ご理解とご了承の程よろしくお願い申し上げます。         

 ■ 皆様へのお願い！ 
 

  発言前にお名前をお聞かせください。 
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今回のワークのテーマ 

 
 
 
 
 
 

              ・・・についてグループワークしてみよう！！ 

「活動内容の“課題”と“解決策”」 
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今後のスケジュール 

第３回 １１月  ２１日 (月) 

第４回 １２月  １２日 (月) 

報告会  ２月  ２０日  (月) 

行田市商工センター ４０３ 研修室 

１９時００分～２０時３０分 (１時間３０分) 

日 

程 

場 

所 

時 

間 

次回 ☞ 
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調査にご協力をお願い申し上げます 

本日は最後まで 
誠にありがとうございました！ 

 

Ａ. 参加者用調査用紙 
 

 ① 自宅で記入  次回WS時に回収 
 

 ② 会場で記入  お近くの学生まで 
 

Ｂ. グループワーク反応シート 
 

① 会場で記入  お近くの学生まで 
本日中にご提出お願いします。 

  

非常に長い調査用紙で 
大変申し訳ございません。 

 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

調査用紙が２つございます 

  


